


白岩森林公園

猿賀公園
・桜が見

頃

自然の森

温川渓流

盛美園
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岩渕公園・紅葉

夕陽が美しい岩木山

猿賀公
園・咲

きみだ
れる蓮

の花

日本名水百選・渾神の清水（いがみのしつこ）

雪の中
、春に

むかっ
て準備

中のり
んごの

木
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温

泉

　

ゆ
っ
た
り
。
ま
っ
た
り
。
気

持
ち
い
い
。
湯
量
豊
富
で
、
質

の
良
い
温
泉
が
市
内
の
至
る
と

こ
ろ
に
、
点
在
し
て
い
ま
す
。

特
に
碇
ヶ
関
地
域
の
温
泉
は
、

「
な
ん
さ
も
効
か
ぬ
関
の
湯
っ

こ
」
と
し
て
、
津
軽
藩
の
殿
様

が
独
り
占
め
し
よ
う
と
し
て
、

逆
に
言
っ
て
い
た
ほ
ど
の
良
さ

で
す
。

　

市
内
の
温
泉
め
ぐ
り
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
「
ひ
ら
か
和
！
入
浴

ラ
リ
ー
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

御
仮
屋
御
殿

大名足湯にごきげんアメリカンメーン州
カムデンからのホームステイの生徒たち
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生
け
垣

御
関
所

　

津
軽
藩
祖
為
信
公
は
、
秋
田
比
内
の
浅
利
城
主
を
襲
う
た
め
、
険
阻

な
矢
立
峠
を
切
り
開
い
て
、
秋
田
県
へ
通
じ
る
道
筋
を
つ
け
て
関
所
を

設
け
、奥
州
街
道
の
布
石
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
年
）

に
、
復
元
さ
れ
た
関
所
は
、
平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）
に
オ
ー
プ
ン

し
た
道
の
駅
い
か
り
が
せ
き
「
津
軽　

関
の
庄
」
文
化
観
光
館
や
特
産

品
特
売
所
、温
水
プ
ー
ル
（
ゆ
う
え
い
館
）
温
泉
施
設
（
御
仮
屋
御
殿
）

に
移
設
さ
れ
、
現
代
の
関
所
と
し
て
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

自
然
が
い
っ
ぱ
い
、
緑
豊
か
な
ま
ち
で
す
。
都

市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
も
、
景
観
・
情
緒
・
ま

ち
な
み
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
、
造
園
業
も
盛
ん
で
、
生
け
垣
の
整

備
・
保
存
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
庭

園
も
美
し
く
手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、
尾
上
地
域
に

お
い
て
は
、
個
人
所
有
で
日
頃
は
見
る
こ
と
の
出

来
な
い
庭
園
を
見
て
回
る
「
旧
家
・
庭
園
・
蔵
め

ぐ
り
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

金
屋
地
区
は
、
蔵
保
存
に
力
を
い
れ
て
お
り
、
貴

重
な
農
家
蔵
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
後
世
に
伝
え

て
い
ま
す
。

蔵
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曽我氏の板碑（市指定文化財） 菩薩座像（県指定文化財） 鰐口（県指定文化財）

獅子踊−ししおどり−（県・市指定無形文化財）

盛美園（国指定名勝） 清藤氏書院庭園（国指定名勝）

　鎌倉時代初
期に地頭代と
して当地に派
遣された曽我
氏の板碑で、
４基存在して
います。その
うち3基は嘉
歴 2 年 ４ 年
（ 1 3 2 7 年

1329年）、貞和2年（1346年）の年号
が確認されていおり、当時の歴史と宗教
を知る上で貴重な資料となっています。
・所在地：岩館村元13

　美濃の国の
僧「円空」の
作。当市にお
いては、数少
ない造立年号
のはっきりし
ている仏像
で、歴史的価
値が高いもの
です。
・所在地：
　沖館宮崎
　266−３
　（神明宮）

　正長2年(1429年)の銘があり、市内最
古の鋳造物。県内でも、深浦町円覚寺の
鰐口、弘前市の長勝寺の梵鐘に次いで古
いものです。
・所在地：広船広沢89−２（広船神社）

　古来より五穀豊穣・祖霊崇拝・
悪疫退散等を目的に伝承されてき
た民族芸能で、市内には 9組（八
幡崎・広船・尾崎・新屋・町居・
沖館・石郷・大光寺・古懸）の獅
子踊りが伝えられています。八幡
崎・広船・尾崎・古懸組の踊りは
県無形民俗文化財、その他も市指
定無形文化財に指定されていま
す。
　毎年旧暦の 8月 15 日には、猿
賀神社内にて「猿賀神社大祭奉納
県下獅子踊大会」が開催され、笛、
太鼓、鉦の囃子に合わせた勇壮な
踊りを披露しています。

広船組

　清藤家 24 代盛美が小幡
亭樹匠宗を招き、明治 35
年から 9 ヵ年を費やして
作庭した、面積 1.2ha 池泉
回遊式の大石武学流を代表
する名園です。京都「無隣
庵」、「清風荘」とともに明
治の三名園の一つに数えら
れています。一角にある盛
美館は、一階が純和風、二
階が洋風の和洋折衷の珍し
い建物で、庭園と融合した
独特の美しさがあります。
・所在地：猿賀石林１

　清藤家本邸の書院庭園。東西に細長い鑑賞式枯山水庭で、東
南隅に枯滝石組を組んでおり水が二筋に分かれる仕組みとなっ
ています。石組は、さほど高くないが迫力があり、庭の主景を
なしています。また、枯池の岸は低い平石組をめぐらしていま
す。大石武学流定型化の先駆をなす庭として名高いものとなっ
ています。江戸末期ごろの作庭とみられます。
・所在地：猿賀石林１
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ねぷた合同運行

御
関
所
ま
つ
り
の
み
こ
し

猿
賀
神
社
の
十
五
夜
ま
つ
り
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時　期
４月下旬〜５月上旬

場　所
猿賀公園

5 たけのこマラソン

6 ひらかわねぷた合同運行

9 平賀はしご酒まつり

1 おのえ花と植木まつり

時　期
５月下旬〜９月末

場　所
市内参加温泉施設

2 ひらか和！ 入浴ラリー

時　期
５月下旬

場　所
白岩森林公園

3 白岩まつり

時　期
６月　第４日曜日

場　所
碇ヶ関中学校グラウンド

時　期
８月２日〜３日

場　所
市役所前〜平賀駅

時　期
２月上旬

場　所
市内参加飲食店

7 御関所まつり
時　期
８月中旬

場　所
碇ヶ関ふれあい広場

8 猿賀神社七日堂大祭

時　期
旧１月７日

場　所
猿賀神社

4 旧家・庭園・蔵めぐり

時　期
５月下旬

場　所
尾上地域

IVENT

祭・イベント・年間スケジュール祭・イベント・年間スケジュール


